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岸田　拓士1・森阪　匡通1・久保田　信2・天野　雅男3:
和歌山県白浜町番所崎の南浜にて発見されたバンドウイルカ　Tursiops truncatus
Takushi Kishidal, Tadamichi Morisakal, Shin Kubota2, and Masao Amano : Report of a

bottlenose dolphin Tursiops truncatus found on the south beach of Bansho-zaki, Shirahama,

Wakayama, Japan

2003年8月19日,和歌山県白浜町番所崎の南浜(北緯33-41'34.321",東経135-20'13.998")の高潮帯の砂の中

から,完全に白骨化した小型鯨類のほぼ全骨格が,頭骨・背骨・肋骨など百余りの部分に分かれて掘り出され

た(紀伊民報2003b).頭骨のすぐ近傍に尾骨が発見されたことなどから,この個体は体が二つに折れた状態

で埋まっていたと推測される.この標本を発見した浜では,地元の研究者らによって頻繁に漂着物などの探査

が行われており,それにもかかわらず今までこの標本が発見されなかったことから,この個体は,台風などの

嵐の日に浜に打ち上げられ,そのまま急速に砂に埋まったのではないかと考えられる.

本標本は,その頭骨(図1)の形状からバンドウイルカ属Tursiopsであると同定された.近年まで,ハンド

図2.同,右側の耳骨標本の外側面図.
左が前方.上部が鼓胞、下部が岩様骨

ウイルカ属にはバンドウイルカTursiops truncatus

(Montagu 1821) 1種が属するとされていたが(Mead

and Brownel1 1993),インド洋から西太平洋にかけ

て,形態的にも遺伝的にも異なる2型が同所的に存在

することが明らかとなり,これらは別種バンドウイル

カおよびミナミバンドウイルカT. aduncus (Ehren-

berg 1833)として認められるにいたっている(Rice

b) 1998;Wangetal.1999;Wangetal.2000).日本近海

図1.和歌山県白浜町番所崎の浜にて発見されたバンド

ウイルカの頭骨標本. a)背面図、 b)腹面図、 C)
右側面図(左側面は破損が大きいため右側面を撮影)
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においても,この2種が生息することが明らかとなっ

ていることから(森ら1996; Kakuda et al. 2002;

Shirakihara et al. 2003),頭骨計測値から本標本がこ

れら2種のどちらに属するのかを検討した.

頭骨および耳骨(図2)の計測結果を表1に示す.

計測はHersh et al. (1990)およびWang et al. (2000)

の方法に準じた. Wangetal. (2000)は,バンドウイ

ルカ属の2種を識別するための方法として外鼻孔の最

大幅を頭]頁骨の最大幅で割った値(GWEN/GPW)

が0.313以上であればミナミバンドウイルカ, 0.306以

下であればバンドウイルカの可能性が極めて高いこと

を挙げている.本標本のGWEN/GPW値は0.276以下

(頭]頁骨が欠損している可能性があり,実際のGPW値
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表1.本標本の頭骨,および耳骨の計測値とその保存状態

Hersh et al. (1990)およびWang et al. (2000)で用いられた略号も付記する.

測　　　定　　　部　　　位
略　　　　　号

Hersh et al. (1990) Wang et al. (2000)
測定値[mm]状態***

頭骨基底長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　COBALEN CBL　　　　　505　　やや欠

吻長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LENROS LR　　　　　266　　やや欠

吻基部の幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WIDROSB WRB　　　　131　　完全

吻基部から60mmの幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WIDROSA　　　　　-　　　　　　90　　　欠損

吻長1/4での吻幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WRQ　　　　　93　　　欠損

吻長1 / 2での吻幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WIDROSM WRH　　　　　64　　　欠損

吻長3/4での吻幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WRT　　　　　41　　欠損

吻長1 / 2での前上顎骨の幅　　　　　　　　　　　　　　　WIDPREM　　　　　　　　　　　　　　　　完全

外鼻孔から吻端までの長さ　　　　　　　　　　　　　　　ROSEXNA TREN　　　　335　　やや欠

内鼻孔から吻端までの長さ　　　　　　　　　　　　　　　　ROSINNA　　　　　-　　　　　316　　やや欠

前眼寓突起間の最大幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　GPREWID GPRW　　　　230

後眼寓突起間の最大幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　GPOSWID GPOW　　　　263

眼需上における頭骨の最小幅　　　　　　　　　　　　　　LSUPWID LSOW　　　　228　　　完全

外鼻孔の最大幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GEXNAWD GWEN　　　　62　　　完全

鱗状骨の頬骨突起間の最大幅　　　　　　　　　　　　　　　GZYWID GWZP　　　　265　　　完全

前上顎骨間の最大幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　GPRMWID GWPM　　　　95　　　完全

頭頂骨の最大幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GPARWID GPW　　　　　225

左の後側頭官の最大長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GLLPF　　　　　　-　　　　　108

左の後側頭駕の最大幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　GWLPF　　　　　-　　　　　　74　　　完全

左眼窟長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LEN LOR LLO　　　　　　73

左の涙骨の前眼背突起長　　　　　　　　　　　　　　　　　LENLAP LAPL　　　　　59

内鼻孔の最大幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QWIDIN GWIN　　　　　81　　完全

左の翼状骨の最大長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GLLPTY GLP　　　　欠損

鼓胞の最大長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(GLLBUL)ホ　　　　　　　　　　　　42　　　完全

岩様骨の最大長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(GLLPER) *　　　　-　　　　　　32　　　完全

上顎の吻端から歯槽の穴の最後までの距離　　　　　　　(LENULT) **　(LUTR) **　　　231　　やや欠

左上顎の歯数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NUMUL UL　　　　　　21　　やや欠

右上顎の歯数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NUMUR UR　　　　　21　　やや欠

左下顎の歯数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NUMLL LL　　　　　　22

右下顎の歯数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NUMLR LR　　　　　　21　　やや欠

下顎の先端から歯槽の穴の最後まで　　　　　　　　　　　　NENLLT LLTR　　　　231

左の下顎枝の最大長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GLENLR GLLR　　　　440

左の下顎枝の最大高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GHTLR GHLR　　　　　92　　　完全

左の下顎寓の長さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LENLMF LMF　　　　154　　　完全

* :左の耳骨は発見されなかったため、右の耳骨を計測した, = :左の上顎の吻端の欠損が激しいため、右の上顎の計測値を用い
た　　: 「完全」弓,欠損は認められない: 「?」弓,欠損している可能性がある; 「やや欠」 Ej,やや欠損が認められる; 「欠損」 Ej,大
きく欠損が認められる.

は計測値より大きいと考えられるため)であり,バンドウイルカであることを示している.さらに,本標本は

ミナミバンドウイルカに特徴的な前上顎骨の凸部や"しまり(pinch)〟 (Wangetal.2000)が顕著には認めら

れない.また,欠損の少ない部位(外鼻孔の最大幅など.表1参照)に関して,中国沿岸のバンドウイルカお

よびミナミバンドウイルカの計測値(Wangetal. 2000)と比較したところ,バンドウイルカの計測値の範囲

に非常によく当てはまっている.以上から,本標本はバンドウイルカTursiops truncatusであると同定した.

バンドウイルカは,世界中の熱帯・亜熱帯・温帯の海に広く分布しており(Connoretal.2000),紀伊半島

沖でもしばしば観察されることが知られている(Miyazaki 1980).過去に白浜町に漂着・迷大した鯨類の記録

(表2)を見ると,これまでに3科8属8種15個体が記録されており,バンドウイルカは1993年に白艮浜付近に
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表2.和歌山県白浜町に迷入・漂着した鯨類の記録

発見年月日　　　　　　　種　　　　名　　　　　　　性別　場　所　　状　態　文献(注)
ヒゲクジラ亜目ナガスクジラ科1959.?.?シロナガスクジラBalaenoptera musculus　　　　　網不知湾　　迷入　　A
ハクジラ亜目　ネズミイルカ科1968.IU.18　スナメリNeophocaenaphocaenoides　　　　　　　　　　　　漂着・死亡　A

6.ll.25　イシイJt/カPhocoenoides dalli (dallトtype)　　　　白良浜　漂着・死亡　A
マイルカ科　1992.VH.8　ハナゴンドゥGrampusgriseus　　　　　　オス　臨海浦　漂着・死亡　A

1993. ll.18　バンドウイルカ　Tursiops tmncatus　　　　　　　　白良浜　　　迷入　　A

1993.X.11ハナゴンドゥGrampusemeus　　　　　　メス　権現崎北側　漂着・生存　A
同　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　?　　　同　　　　同　　　A

1995.YD.?マイルカDelphinus delphis　　　　　　　　　　　　辺湾　　　迷入　　A
1996. 1.25　コビレゴンドゥGlobhゆhalamacrorhynchus　　　　　　白艮浜　漂着・死亡　A

9.ll.14　ハナゴンドゥGrampusgriseus　　　　　　メス　細野漁港　　迷入　　A

1999. ll.23　ハナゴンドゥGrampus griseus　　　　　　　　　　田辺湾　　　迷入　　B

2002.VI.il　シャチOrcinus orca　　　　　　　　　　　　　　　番所崎　歯が1本漂着　A
1992.W.31 ?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漂着　　　A
1999.ll.24 ?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　椿沖　　　迷入　　　C
2003.V.9　?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細野漁港　　迷入　　　D

(注)A :岸田・久保　　2002; B :紀伊民報1999a; C :紀伊民幸艮1999b; D :紀伊民報　2003a

迷大した記録が残っている(岸田・久保田2002).

なお,本標本は現在,京都大学総合博物館にて保管されている(標本番号: TCKT-0001).
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の溝端雅芳同館館長以下55名の皆様,白浜町へのイルカ・クジラ類の最近の記録や未公表写真などの情報を育

せて下さった紀伊民報社記者の深見誠氏,並びに計測機器の提供およびコメントを頂いた京都大学の堀道雄教

授に感謝いたします.
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